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事故種類 乗揚 

発生日時 平成２１年８月１８日 ２０時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県粟国
あぐに

村粟国島灯台から真方位０６０°２.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯２６°３５.７′ 東経１２７°１４.８′） 

事故調査の経過  平成２１年８月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

漁船 徳
とく

信
しん

丸、４.９トン 

 ＯＮ３－０５５２７ 個人所有 

 １０.６０ｍ（Lr）×２.４８ｍ×１.００ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数９０、平成２年５月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和５８年１１月２１日 

  免許証交付日 平成２０年１１月２０日 

         （平成２５年１１月２０日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底に破口。リーフから引き出すことができず、解体された。 

 事故の経過 本船は、船長ほか甲板員２人が乗り組み、船首約０.８ｍ、船尾約１.

５ｍの喫水で、いるか漁のため、沖縄島をほぼ一周したが、いるかに出

会うことができず、夜間となったので、根拠地である

 

名護
な ご

漁港への帰航

をとり止めて、粟国漁港に入航することにした。 

船長は、リーフを掘削して設けられた粟国漁港入り口の水路の北東

１.５Ｍ付近で、水路に沿うよう針路をおおむね２３４°とし、約３ノ

ットの対地速力で航行し、サーチライトを点け、水路入り口の紅立標と

港口の紅立標を目標にして水路に入り、やがて港口の紅立標だけを照ら

して航行するようになったが、平成２１年８月１８日２０時３０分ごろ

リーフに乗り揚げた。 

乗組員は、入港中の本船を岸壁で見ていた島民に救助された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 北東 平均風速４.２ｍ/ｓ、視界 良好 

海象：下げ潮の中央期 

 その他の事項 粟国漁港への水路は、幅約３０ｍ、深さ約３ｍ、長さ約５５０ｍで、

港内に向かって水路入り口の右側に紅立標、左側に緑立標、港口の右側

に紅立標が設置されている。 

地元の漁協担当者によれば、立標は夜間に点灯するものではないこと
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 から、夜間の入航は危険で、また、同水路は、風潮の影響を受けやすい

ところである。 

船長は、事故発生前の７月中旬ごろの昼間に粟国漁港に入航した経験

があったことから、夜間でも立標に沿って航行すれば安全に入航できる

と思い込み、リーフとの距離を確認しなかったため、北東の風で水路の

左側に圧流されていることに気付かず、同リーフに乗り揚げたものと考

えられる。 

あり 分析 乗組員等の関与 

なし 船体・機関等の関与 

あり 気象・海象の関与 

 本船は、粟国漁港に入航中、船長が、昼間に

粟国漁港に入航した経験があったことから、夜

間でも立標に沿って航行すれば安全に入航でき

ると思い込み、北東の風で水路の左側に圧流さ

れていることに気付かず、リーフとの距離を確

認しなかったため、リーフに乗り揚げたものと

考えられる。 

判明した事項の解析 

原因 本事故は、本船が、夜間、粟国漁港へ入航中、船長が、立標に沿って

航行すれば安全に入航できるものと思い込み、リーフとの距離を確認し

なかったため、同リーフに乗り揚げたことにより発生したものと考えら

れる。 
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